
チ ャー ル ズ ・ドジス ン牧 師 と聖 ペ テ ロ教 会

笠 井 勝 子

19世紀のイギ リスの教会事情 をチャールズ ・ドジスン牧師が在任 した

イギリス北部 ヨークシャーのクロフ トにある聖ペテロ教会にみる。

1843年 にクロフ トの聖ペテロ教会 に任命 を受けたチャールズ ・ドジス

ン牧師に とって,教 区児童の教育は,早 期に解決をはかるべ き課題であ

った。前任者のジェイムズ ・ドール トンは,牧 師職の傍 ら植物収集を趣

味 として,教 区の仕事は等閑になっていた様子である。赴任する前にク

ロフ トへ立ち寄った ドジス ンは次のような観察をしている。

改善すべ きこ とが多そうだ。説教は日曜 日の午前に一度だけで,

その結果教会への出席はまった くと言っていい くらい朝の礼拝だけ

となっている。教会 に属 しているこども,い いかえると何か宗教教

育を受けているこどもはせいぜ い35人 。人 口は700人,あ るいはそれ

以上 あるというのに。 さらに,聖 餐式は一年の うちわつか5回 しか

おこなわれていない。(弟 ハ ッサー ド・ドジスンへの手紙)

スチュウォー ト・ドジス ン ・コリングウッドによれば,当 時,聖 ペテ

ロ教会の児童のための施設は,つ ぎのようなものであった。

ドジスン牧師が赴任 したときにクロフ トにあった唯一の学校 とい

うのは,教 会の庭にある納屋のようなところで した。

19世紀半ばのイギ リスにおける初等教育には,ナ ショナルスクール と

ブ リティッシュスクールの二つの系列があった。前者は英 国国教会の教

義に基づ く宗教教育 を第一の 目的 とし,そ れは牧師の監督 と指導の もと

におこなわれる。次に,読 み,書 き,算 数などの有用な学科を教 え,さ
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らに,女 の子には裁縫 を教えることを目的 とした。同 じ建物の中には,

男女別の教室があり,そ れぞれ男性,女 性の教師が指導にあたった。運

動場 も男女それぞれ別 に用意 されていた。

ブ リティッシュスクールの方は,国教会の教義を受け入れない人々が,

イギ リスの国教を押 し付けられることを拒んで,創 立 したものである。

ナショナル ・スクールを開設するには,細 かな規定に則って,ナ ショ

ナルソサエテ ィと枢密院の審査を経て設立が許可される。校舎のための

土地は申請す る側が用意を し,建 物の建築費用の一部に資金援助の提供

を受けられる。 しか し,そ れでは十分 とはいえず,当 然なが ら残 りの費

用は,地 元教区民の寄付によって賄 うことになる。

1856年1月2日 に ドジスン牧師の長男の 日記には,次 のような事柄が

記載されている。

ジョン・チェイター氏 と食事をした。そのようなことをしたのは,

初めてのことである。思っていたよりも楽 しい人たちだった。

この 日記は,背 景にあった ドジスン牧師 とジョン ・チェイターの父サ

ー ・ウィリアム ・チェイター との関係 を垣間みせている。その関係 につ

いては,聖 ペテロ教会牧師の ドジスンとウィリアム ・チェイターの間で

交わされた書簡に詳 しい。二人の交信は,1993年 に北 ヨークシャー郡の

資料保存館から出版 された 『ウィリアム ・チェイター書簡集』の中に入

っている。その内の多 くは,赴 任 して1年 目の牧師が,教 区児童のため

に牧師の聖職碌 である土地の一部 を利用 して,新 しくナショナルスクー

ル を建てようとす る計画に関するものであ り,そ の他に両者間でかわさ

れた書簡 も入っている。記録 を読む前に,先 ず,サ ー ・ウィリアム ・チ

ェイターを紹介 しておこう。

1771年4月29日 生まれのウィリアム ・チェイターは ドジスン牧師 より

29才年長である。8人 兄弟の長子で,ケ ンブ リッジの トリニティ ・ホー

ルを出て,法 廷弁護士の資格 を得た。32才 でイザベ ラ ・カーター と結婚
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をすると,先 祖代々の土地 クロフ トに屋敷 を構 え,鉛 鉱山の事業で財を

なした。やがて,ウ ィリアム ・チェイター一はクロフ トに湯治場を興 し,

他所か ら一時逗留の客があつまるようになった。クロフ トに着任する前

に一度そ こへ立 ち寄った ドジス ン牧師は,こ の湯治場について次のよう

な感想を抱いている。

そこ(湯 治場)の 人気はどんどん下降に向かっている,と いう話

であった。それ を聞いて も気の毒 とは思わない。む しろ,他 所から

一時的に滞在す る人々の出入 りは,教 区 というものに決 してよい影

響 を及ぼさない ものだか ら。

ドジス ン牧師のことばは,や がてウィリアム ・チェイターが起 こす摩

擦 を予測 させ るものであった。新任の牧師 と古 くか らの地元の勢力者 と

は,互 いに見解の一致 を見ることがで きなかったからである。 しか し,

老チェイターの書簡集を編纂 したM.Y.ア シュクロフ トの前書 きによれば,

これは相手が ドジスンと限ったことではなかったようだ。

ウィリアム卿は相手が聖職者 とみると,た ちまち口論 をした。 こ

れは,珍 しいことではなかった。 自分の館のあるところではどこで

も,そ この教 区の牧師 とほ絶 えず言争っていたのである。

この時代 において教会では,富 裕 な人物がその建物の一部 を借 りて,

自分 に或いは家族のために専用の席 を設けることができた。小作人は領

主の意向に逆 らうことなどは思い もよらない世の中で,両 者の関係はそ

のまま教会の中へ もちこまれた。教会その もの も教区の勢力者の影響下

にあり,牧 師の権威 まで も,往 々に無視 されていたのである。

クロフ トに比べれば,ド ジスン牧師の前任地のダーズベ リは教会録な

どは5分 の1以 下 という貧 しいチェシャーの田舎にあったが,牧師は人々

に敬われ,待 ち受けられ,頼 りにされる存在であった。土地の領主,フ

ランシス ・エガ トン卿は牧師の良き理解者 として協力を惜 しまず,或 と

きは,散 歩の途 中で,ド ジスン牧師は,犯 罪の発生が問題視 された運河
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の水上生活者のために,運 河で使用す る舟を教会代わ りに改造 して,そ

こで礼拝 をおこなう計画を語 り,今,自 分の手元 に自由にな る百ポンド

があったら,と 話すと,エ ガ トン卿は,そ の舟の仕様を詳 しく訊ねてか

ら,ド ジスンには内緒で注文 をし,作 らせ て,寄 贈 したのである。

理解 し支援する領主に恵 まれていたダーズベ リ時代 とは異なり,ク ロ

フ トの聖ペテロ教会の内情は,想 像を超 えて酷いものであったようだ。

これまでほ とんど語 られてこなかった ドジス ン牧師 とクロフ ト教会につ

いて,以 下にみてみよう。

クロフ トの聖ペテロ教会の設立は古 く,内 部にはアングロ ・サクソン

時代の墓石を表す十字架の石が二つ見 られる。その一つは北側の壁に,

他の一つは北の身廊の東側の窓に部分が残 っている。有名な ミルバ ンク

家の席は リギダマツ材で製作 されて,赤 いベルベ ッ トのカーテンが張 り

巡 らされ,中 空の高い ところに箱形になって,正 面 に対 して横向きで,

取 り付け られている。高いところか ら下の席 のものたちが献金の財布 を

開 くのを渋 らないようにと監視 してるような格好 をしている,と 教区の

人々は語っている。 こうした特別席の使用料は,教 会の収入の一部にな

っていた。そのため教会内では多 くの貴重な場所が,特 定の家族に独 占

され るということがおこなわれていた。20世 紀に入って,こ の ようなし

きた りは徐々に廃止 され,ク ロフ トの聖ペテロ教会 に作 られた見事なミ

ルバ ンク家の席 も1949年 には,司 教へ返還された。当時の所有者は,ミ

ルバ ンク家の手を離れて,ウ ィルスン・トッ ドー族であった。

ヴィク トリア朝の社会における身分制度は,教 会の中で もそのまま守

られた。なぜなら,当 時は神がこれを定めたもの とされていたのだから。

次の賛美歌がそのことを象徴 している。

富め る人は,お 城に住み

貧 しい人は,ご 門の傍 に。

神は高きと低 きに人を作 り
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人の身分を,定 め られた。

教会における地元の勢力者の考 えが牧師の方針 と対立することもあっ

た。サー ・ウィリアム ・チェイターとドジスン牧師の場合 もそうである。

クロフ トの教会は,そ の初めから荘園領主の庇護を受け,彼 らの影響力

は大 きかった。 もともとは12世 紀の初めに,ブ リッタニーの伯爵 とリ

ッチモンドの領主らが,教 会の土地 と建物 を寄贈 したことに始 る。彼 ら

は教会 と教 区の問題 に強い影響力を行使 して きた。チェイター家 との関

わ りは,15世 紀の初頭に遡 る。ニューキャッスル出身の富裕な商人で冒

険家のクリス トファー ・チェイターが,エ リザベス ・クラヴォーと結婚

し,ク ロフ トに居を構えて以来続いてきた。1246年 あるいはそれ以前,

既にクロフ トとヨークに土地 を持ち,教 会 と地元に強い影響力を持った

クラヴォー家は1400年 代の初めには,エ リザベス ・クラヴォーが唯一人

の相続人 となって しまった。エ リザベスが相続 した先祖伝来の土地は,

結婚 によってク リス トファー ・チ ェイターの手に入 り,こ うしてチェイ

ター家は,ク ロフ トとその周辺に多 くの土地 を所有することになった。

古い教会 はいつもそうであろうが,ク ロフ トの教区教会は,こ うした過

去に遡 る柵 を負い,先 祖代々引 き継いで教会のパ トロンを名乗 る土地の

権力者の影響下にあった。彼 らが牧師に対 して協力的かどうかは,教 会

運営 を大 きく左右する。

話 を少 し先へ移 して,1868年 にチャールズ・ドジスンが急死 したとき,

同年その後 を継いだ牧師フレデ リック ・ヘ ンリー ・ローが記録 した聖ペ

テロ教会の状態をみ よう。

(教会の建物は)内 部 も外部 もこれ以上はないと言ってよいほどに,

酷い状態である。西方の窓は,仕 切 り柱 に対 して直角に支える2本

の太い柱 を当てて,風 で内部 に吹 き落 とされないように防いでいる

し,教 会の屋根は継 ぎはぎの補修だ らけで,も うこれ以上補修 をす

ることはできないところまできている。座席は,そ のほとんどに旗
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を敷 いてあるために足 を乗せ るわけにはいかない し,腰 掛 けるため

のベンチの数が少ないことは言うに及ばず。壁 を伝 って水が流れる

ことは頻繁に起 きて,復 活祭の日には教会の中に雨が降 り込んでい

た。

惨澹たる神の家である。前任の牧師であるチャールズ ・ドジスンがこの

有 り様 を見のがしていたというのであろうか。そうではないことは,ロ

ー牧師の努力 とその結果からわかる。すなわち,フ レデ リック ・ヘンリ

ー ・ローは着任 と同時にこの状態を改善すべ く監督長の リボンの司教で

あるロバー ト・ビッカーステスに訴 えた。司教 は,ロ ーを支持 して次の

手紙 を送った。

この由緒ある教会がここまで崩壊す るに任せておかれたというこ

とは 。...も しもこの神の家がその神聖な目的にふさわ しいもの と

なって存在するように,し かるべ き方策 を講 じられることがなけれ

ば,遠 からず悪い嘩 となって広 まることにな りま しょう。

これ を受けて,ロ ーは教会の改修費用 として当時の額で千ポンドの寄付

を申し出ている。また,牧 師の妻の方は,教 会の東側の窓にステンドグ

ラスを入れるための費用 を持つ と約束 している。 しか し,教 区の中の二

大地主ヘンリー ・ウィルスン ・トッドと,ウ ィリアム ・チェイター卿の

後継者であるジョン ・チェイターとは,教 会の修復は不必要 として反対

し,同調する他の地主たちの意見 を教会役員会 と教会委員長 も支持 した。

役員ならびに委員長は,い つれ も牧師の意見に反対する地主たちの小作

人であった。

クロフ トの聖ペテロ教会 は,19世 紀後半になってやっと改修工事が着

工 した。フレデ リック ・ヘ ンリー ・ローの粘 り強い努力に も関わらず,

彼の在任 中には実現せず,リ ボンの司教への訴えから実に20年 を経て,

それ も裁判に持ち込んでや っと果たすことができたのである。

このような事情 をみても,チ ャールズ ・ドジスンが聖ペテロ教会に着
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任後,直 ぐに着手 したクロフ トナショナルスクールの建設計画が,多 く

の試練に遭遇 したであろうことは,想 像に難 くない。以下で彼 とウィリ

アム ・チェイター卿の間で交わされた書簡記録か らその一端 を,み るこ

とにしたい。

M.Y.ア シュクロフ トの編纂による 『ウィリアム・チェイター卿(1771

-1841)書 簡集』の中に入っているウィリアム・チェイターが ドジスン牧

師 と交わ した書簡は,1844年6月15日 付けが最初の ものである。 ドジス

ンが赴任 してから1年 後に,小 学校の建設に関 してチェイターは次の よ

うな手紙を出した。

貴殿は,懸 案中の学校 をよもや聖職領耕地 に建設 しようとしてお

られ るのではあるまいか。その土地を牧師として譲渡できる,と お

考えなのではあるまいか。女王陛下の議会法 に照 らしてみれば,い

かなる団体 も,牧 師,教 会委員長,並 びに貧民のための教区民生委

員からなる受託者 に,譲 渡 をすることができる,と ある。また,牧

師,聖 職者 らは,法 的には,団 体 としてみなされるもの,と 書いて

ある。

貴殿 にお願いするのを失念 していましたが,教 区の会合は,学 校

の授業時間が終了後に学校の方で開 くようにしてはいかがで しょう

か。教会事務室でおこなうとっ まらないいざこざが時々持ち上が り

ますので。

また,是 非 ともお願い したいことは,法 令の前文に注意 を払い,

各条項 はそれと一致するものとすること。私の(寄 贈する)窓 を鉄

で鋳造 していただ きた く,そ の下書 きを同封 します。鉄の方が,鉛

よりも安上が りであるためです。鉛の場合は,そ れ を固定するため

に,別 に鉄の枠を作 らなければな りませんから。

ドジスン牧師は折 り返 し,そ の日の内に返事 を出 した。

お手紙 と同封された窓のスケッチを有難 く存 じます。スケッチの
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方は,よ く拝見 しました。そのうえで,私 は当初の設計案どうりで

おこないたいと思います。仕切 りにガラスを嵌め込む方が教室の破

風にある窓 と釣 り合いがとれ るように思います。特に,ち ょうど今,

元老院の委員会か らの返事を受け取 り,提 出 した設計案が認め られ

たという連絡がありました。従って,今 後は如何なる変更 を行う場

合にも,そ れにはまた新たな申請のや り直 しをす る必要が生 じ,設

計案のみならず,す でに準備 した作業計画についても同 じことが必

要 とな ります。

私は,建物の敷地の譲渡に関 して司教 と取 り決めをお こなう前に,

ヴィク トリアc.38議会法令3条,4条 の規定を参照 してみました。

教区委員会は議論が起 きることも予想され るため,場 所を学校の

建物へ移 して開催することが望ましいという,貴 方のご提案に賛成

します。

この機会 を利用 してついでなが ら,教 会の古い樫 について,貴 方

はご自分の通路の側 にある部分 を取 り除けると話 しておられました

件に関して,申 し上げたいことがあります。未完成ではありますが,

あの樫があることで,教 会の中のその周囲に厳 かな雰囲気 を与えて

います。 したがって,こ れが失われるようなことになると,甚 だ遺

憾 に思います。

クロフ トナ ショナルスクールはこの時期に枢密院か らの建築の許可が

出ていた し,ま た土地は牧師に委ねられた聖職領耕地 を提供す ることで

話は進んでいた。そこヘウィリアム ・チェイターは,窓 のデザインの変

更を持 ち出 し,学 校の敷地については,譲 渡の依託先に異議 を唱えたの

である。

手紙の終わ りに牧師は,こ の機会を捉えてチェイターが言及 した樫の

木のパネルについて(そ れがどういった形態の ものであったのか,不 明

であるが)そ れ を現状のままに しておいて欲 しいと伝 えた。ナショナル
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スクールの問題か らは外れるが,樫 のパネルの件についてのその後の手

紙を見てみたい。チェイターは,翌6月16日 に,次 のように返事 を出し

ている。

貴殿 はまった く誤ったことをお聞き及びのようです。 クロフ ト教

会の中の古い樫 について,私 は現在 も以前にもあれ を除けることな

ど考えたことはありません。チェスターの司教の故 ロー博士は以前

クロフ ト教会 を訪問された折 りに,あ れを引き降ろそうとされまし

た。 もしそんなことが起 きたら,私 は放ってはおかなかったことで

しょう。

しか しチェイター卿 はそれほど素直な人柄ではなかった らしい。この

手紙 を受けて,牧 師は念のために次のように書 き送っている。

樫の問題では,無 用な心配 をして しまいました。 あの ようなこと

を書 きましたの も,実 は,先 日お訪ね くださった折 りに,貴 方が口

にされたことばを思い違いしたためで した。あの後で,樫 を見てい

ましたら,か なりの部分は明らかに中央通路 に立 っていて,教 会が

保有権を有する部分 にあることがわかりました。お手紙 を書いた時

点では,その全部が脇通路 にあるものだと思っていたためですが....

これに対 してチェイターは次のように応えている。

「中央通路 に入っていて邪魔 にはなっていない」ので,樫 は教会に

所属す るものである,と いう貴方のご意見 に,私 はたいへん驚 いて

います。貴方は,何 故,樫 が教会に所属するとお考 えなのか,そ の

理由を,ま た,誰 をさして,何 をさして教会 と言っておられるのか,

お聞かせ願 いたい。何故なら,教 会は生物ではあらず,こ れは権利

を持ち得ず,設 立以来の長い歴史の中で,私 はその ような権利主張

を誰にも許すつ もりはあ りません。

牧師は,教 会 に所属するとは建物の一部であるとい う意味である,と

説明 した。
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このち ょうど3ヶ 月後の9月16日 に,牧 師は次の手紙 をチェイターに

宛てて出すことになる。

クロフ ト教会主任牧師は,ウ ィリアム ・チェイター卿 に対 してあ

る問題,個 人としての牧師には関心はない問題 について,公 的な立

場で通達 をおこないます。これは全面的に信憑性の高い,証 拠 を踏

まえた報告が,主 任牧師の元に届いているためで,そ の内容は,先

の金曜 日,9月13日 に,ウ ィリアム ・チェイター卿は教 区教会 に立

ち入 り,予め主任牧師が反対の意向を表明 していたにもかかわ らず,

教会の身廊に立っている彫刻の飾 りのある樫の間仕切 りの一部を切

り落 とすことを命令 し,自 分の手でその行為 を補助 し,切 断 した。

またこうして切断 したものをウィリアム ・チェイター卿 は教会か ら

運び出すよう指示 し,現 在 それを保有 している。

主任牧師は,こ れ らの事実について リッチモン ド教会の大監督 に

報告をおこなった。

ウィリアム ・チェイターは,教 会内部の装飾で樫材のパネルを,牧 師

の警告 にも関わらず,切 り落とし,運 び出す,と いう理解 し難い行為を

おこなった張本人であった。私有の場所ではな く,そ の大部分は教会が

保有権 を持つ場所に立っていた古い樫のパネル に対するチェイターの粗

野で稚拙な行為は,牧 師 を愕然 たらしめたのである。

校舎建築のために牧師が聖職領耕地 を提供することに関 して,チ ェイ

ターは次のように考えた。

私の意見を述べ ますと,ヴ ィク トリア女王の法律第38章7節 の第

4と 第5に よって,(土 地の)譲渡 は教会牧師,教 会役員,貧 民のた

めの教区民生委員に対 しておこなわれるものである。 さもな くば,

譲渡は無効 となり,将 来の牧師が学校の建物 を牛小屋に変えて,建

設用の寄付は永久使用のためのものではな くなることになる。また,

その後出の,昔 の規定の下に建てられた学校 に関する第8節 を参照
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されれば,そ れらの譲渡は教会の牧師,教 会役員,民 生委員 に移 さ

れる,と あります。

譲渡の対象に関して,牧 師は,次 の ように考えていた。

(土地の)譲 渡 を教会牧師,教 会役員,貧 民のための教区民生委員

に対 しておこなうことに問題があ ります。このことに関しては,か

な り前に既 にお話をしました。一つには,こ の教区では数の上で,

不都合があるからです。 しか し,そ のことよりも,将 来そのメンバ

ーの一部,あ るいは牧師 を除いたすべ ての人が異議 を唱えることが

あ りうるためです。 したがって,司 教 と大監督ヘッ ドラムによる一

致 した意見のもとに,私 は,受 託者 をリボンの司教,リ ッチモン ド

大監督,ク ロフ トの牧師,ま たそれらの継承者とす ることが望 まし

いと考 えました。

牧師 ドジス ンはこの手紙の中で,「牧師を除いたすべての人が異議 を唱

えることがありうる」 と書いて,当 時の教会の有 り様 を窺わせている。

続 く手紙の中で,牧 師が提案 している土地の受託者については司教 と相

談 したのみならず,こ のような問題 に詳 しい弁護士に相談をしたところ,

まった く合法的で問題 ない,と い う回答 を得た,と 述べ,ま た,こ れに

ついては,す でにナショナル・ソサェティと元老院の委員会の両方か ら,

認可を得ていることを書 き,リ ボン司教,リ ッチモン ド大監督,ク ロフ

ト牧師を土地受託者とす ることに,法 律上何の問題 もないことを繰 り返

した。

チェイターは自らの意見が割 り込む場のないことを不満 として,牧 師

のや り方は,あ くまで も違法であり,合 法的に事が運ばない限 り,学 校

建設に向けて約束をした寄付は取 り止めると,6月19日 の手紙で言い渡

した。

もしも,的 確な方法で土地の譲渡がなされるのでなければ,お 約

束を果たすべ きことは重々承知 してはいるが,寄 付については,お
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断わ りしたい。

また,非 国教派の教師を任命 しない点 に関 しては,貴 殿 と私の意

図は一致 しています。しか し,わ ずか三人が選任権を持つことには,

懸念を抱いています。すなわち,オ クスフォー ドでは昨今 ピュージ

ー派が巾を利かせていますが,そ れ と同 じようなことが,ロ ーマカ

トリック教の台頭 についてもありうるということです。選任権 を持

つ ものが多ければ,そ の大部分の人がプロテスタン トの教員を任命

しないようにする,と いうことは良識 としてとて も起こ りえないこ

とです。

チェイターは,ド ジス ンをピュージー派あるいは,カ トリック的思想

の持 ち主 と非難する記事を新聞に投書 したのではないか。少な くとも,

そのような記事が新聞に出たことは,事 実である。その記事 というのは,

つぎの ような ものであった。

〈愛国新聞よ り〉 ダーリントン,ク ロフ ト発。

地元の教会の故D牧 師は,教 区の民 に対 しては心優 しい,有 徳の人

物であった。彼 は古い教義 を信奉す る牧師で,ピ ュー ジー派,あ る

いはその他の派 を喧伝するようなことをせず,小 さな村の中に反対

意見の ものが少数あっても,彼 らと友好的関係 を維持 していた。彼

の後継者は,こ れ とは全 く異なって,過 激な聖職者であ り,自 分の

近辺に異なる意見が現れると見るや,如 何なる形の ものでもこれを

踏みにじろうとする。先週の日曜日のこと,珍 しい光景が出現 した。

S氏 という近隣教区の聖職者が説教 をおこなっていた。 この若い人

物 は,ニ ューマン派の有望な使徒 と言われている。 もっとも厳 しい

弾劾のことばが,「教会」の外部 にいるものたちに対 して向けられ,

あたかも彼 らの救済は疑わ しいということを明言 しているようであ

った。それを聞いて,近 隣か らやってきた極めて立派な紳士はたま

らずに立ち上が り,帽 子を掴んで外へ出て行った。す ぐさま,10数
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名のものがそれに従 った。その中に,北 ダラム州選 出元国会議員ウ

ィリアム・チェイター卿 もいた。彼 は,出 て行 きなが ら,身 廊で「ロ

ーマカ トリックだ,ロ ーマカ トリックだ,徹 底的にローマカ トリッ

クだ」 と叫んでいた。・この立派な老紳士は,村 の土地の主要な所有

者であり,上 記のようなことがあってか らは,異 論 を唱えるものに

広い場所を買い取るようにと申し出ている。

すでに,リ バプールの諸聖人教会 は,教 会の祈 りの場所の一部を

ローマカ トリックの礼拝 を目的 として,3000ポ ンドで売却されてい

るのである。

チェイターはこの新聞の切 り抜 きをリボンの司教 に送付 して,自分は,

ピュージー派あるいはローマカ トリックを聖職者が信奉することに反対

す るものではない。ただそのような牧師は,正 直にローマカ トリックに

転向すべ きである。このような平信徒の声に耳 を貸 して もらえないよう

な教会 は,大 きな堕落を招 くであろう,と 書いた。

リボンの司教 トマス ・ロング リーはこれに対 して次のように回答をし

ている。

残念ながら,貴 方の書簡の内容は,私 の職務上か らもまた私の心

情か らも,ご 要望に応えることはできません....ド ジスン氏につい

て,私 は20年 以上にわたって親 しく知ってお ります。すでに,彼 が

ダーズベ リで17年 の間,教 区牧師 として勤めている問に,聖 職者 と

しての彼の仕事ぶ りをよく見聞 してきました。 されにまた,こ れ ま

で8年 に亘って,私 の ところで試問司祭 をしてもらっていることか

ら,そ の間に,神 学上の彼の見解についてはさらに詳 しく知る機会

を得ています。 したがって,私 は自信 をもって,ド ジスン牧師は英

国国教会の教義の伝統に忠実なものであること,ま た,ロ ーマの犯

した誤謬については妥協な く反対するものであることを,明 言す る

ことがで きます。
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司教は,こ うしたチェイターの動 きを棄 じてか,こ の手紙 を出すの と

同 時 に教 会 役 員 た ち へ 宛 て て も,牧 師 を支 持 す る とい う同 じ内 容 の 手 紙

を送 っ た 。1857年 に カ ンタ ベ リの 大 司 教 とな っ て リボ ン を去 る と き まで,

トマ ス ・ロ ング リー は ドジ ス ン牧 師 の よ き理 解 者,後 ろ楯 で あ った 。

1844年10月21日,ク ロ フ トナ シ ョナ ル ス ク ール 建 設 は ロ ン グ リー の 手

で 定 礎 式 が 行 わ れ た 。 ロ ング リー は ドジス ン よ り6才 年 長 で,オ クス フ

ォ ー ドの ク ラ イ ス ト ・チ ャ ー チ学 寮 で 学 生 時 代 に出会 っ て 以 来 の 友 で あ

る。 ふ た りは宗 教 に対 して 合 い通 じ る考 え方 を抱 き,互 い に尊 敬 しあ っ

て い た 。1836年 に ロ ン グ リー は 当時 の 首 相 メル ボー ン に よ っ て,リ ボ ン

の 司 教 に任 命 され た。 ロ ング リー は す ぐさ ま ドジス ン を 自分 の も とで 試

問 牧 師 に任 命 した 。 そ して,リ ポ ン ミン ス タ ー にお け る ロ ン グ リー の 司

教 叙 任 式 に お い て,説 教 を した の は 司 教 で は な く,ド ジス ン牧 師 で あ っ

た。 この こ と一 つ を とっ て み て も,ロ ン グ リー の 信 頼 の 篤 さ を推 しはか

る が で き よ う。 ドジ ス ンは この 時,新 約 聖 書 マ タ イ に よ る福 音 書 第25章

24-25節 を取 り上 げ て い る。

1845年3月 にリッチモン ドの法律事務を扱 う弁護士フィールディング

のところから,仕事上のことで一人の人物がクロフ トに派遣 されてきた。

目的はクロフ トの町の土地の収入から支払われる年問地代の課税割 り当

てを調べ ることであった。彼 は,牧 師に対 してその調査の必要性を示 し,

条例 に基づいて,牧 師が彼 に課税割 り当て台帳 を見ることを許可すべ き

ことを了承 させ た。 ところが,台 帳 は常に法的に保管 されておかれるべ

き場所から持 ちだされてお り,監 督者 としての牧師は非常に困惑 した。

台帳 は,チ ェイターが勝手に持ち出 していたのである。

....本 日,午 後,改 めて調査 に出向いてもらうことにしました。

そのときには,関 連書類は牧師館にあるようにしてお く,と の約束

をしました。教区関係の ものを保管す る大櫃および書類等 は教会委
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員長 との合意の もとに,牧 師館に置いてあ ります。 したがって,ウ

ィリアム ・チェイター卿 は書状の回答を添 えて,使 いの者に課税割

り当て台帳 を持たせて下さるように,お 願い します。

もしも派遣された調査官が,本 日午後訪れて,課 税割 り当て台帳

を見たうえで,妥 当と判断 した ものはどれで も抜 き出 してもって行

くことにな りましょう。

その後,チ ェイターは教会へ納める十分の一税 を主管する役人に対 し

て,用 事の済んだ課税割 り当て台帳 を自分のところへ返還す るように求

めている。彼は,そ の理由 としてクロフ トでは,自 分が もっとも大 きな

地主であ り,他 の地主 も自分のすることに異議のないことを表明 してい

る,と 主張 した。こうした我が物顔の振舞いに対 して,断 固とした態度

を示す牧師は,教 会の中で孤立,孤 軍無援の存在になっていたのである。

ナショナルスクールのための用地の受託者についてチェイターか ら異

議 を申 し立てられた牧師 は,元 老院に宛てて再度問合わせをした。その

結果,得 られた回答は牧師の提案する,リ ボンの司教,リ ッチモン ドの

大監督,ク ロフ トの主任牧師,お よび彼 らの後継者,を 受託者 とするこ

とになん ら問題 を認められなかった。その回答 をチェイターの元 に送る

と,手 紙を添えて牧師は自分 の考えを再び繰 り返 した。即ち,も しも法

律がそれを必要 とす るものであれば,チ ェイターが主張する人々を加え

ることには議論の余地はないとしたうえで,チ ェイターが主張する民生

委員は教会 とはなん ら関係のない立場であることを理由に,受 託者 とす

ることを拒否 したのである。また,教 会役員についても彼 らを単独 に扱

う場合は問題な しとす るが,彼 らと民生委員 とを同一に取 り扱 うという

条件は容れ られない,と 断わった。

こうした見解の相違は相違 として,ド ジスン牧師はチェイターに対 し

て,個 人 としてはなんらわだかまりを抱かず,お 互 いの友好関係は損な

われることがない,と 伝え,学 校の経営者に関する問題 について話 し合
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いをしたい,と 伝 えた。 ドジスンが出した手紙の20日 後,7月24日 には,

さらにナシ ョナル ・ソサエティからの回答が届いた。土地の受託者の問

題 を含 めて提 出した計画はすべてそのままで認可 された。 また,建 築費

用 に対する援助 として50ポ ンド,最 終的にはさらに上乗せ した額の補助

をおこなう,と いう通知であった。

ナショナル・ソサェティの決定について知 らせ を受けたチ ェイターは,

牧師に対 して,そ の件についてはまった く触れず,樫 のパネルの問題 を

持 ち出した。チェイターは,教 会 内の自分の席 を囲む手す りについて,

牧師が取 り立てて議論をす るのは,如 何なる権威 によるものかを示すべ

し,と 求めた。チェイターはさらに続けて,

....牧師 としての貴方には教会 という団体の中でいかな る特別な権

限もない,し たがって,手 す りが身廊の外 に立っているかどうかは,

問題ではない。この ようなことに注意を向ける前に,教 会法 を読ん

で,そ れでも納得で きず問題の解決 とならなければ,裁 判に訴える

ことが よいで しょう。思 うに,牧 師たるものには,懸 案の問題 に関

して教区民との言争いはさけるのが,ふ さわ しいことと思います。

会って話をするよりも,書 面 をもっての連絡が よい と思います。

その方が,誤 解にな りにくく,私 としては直 ぐに問題 を解決するこ

とができるか らです。

チェイターは,ナ ショナルスクールに関す る牧師の報告に対 しては何

もふれずに,ひ と月以上 も前の牧師の手紙 を持 ち出して ドジスンを非難

した。「牧師たるものは,教 区民 との言争いはすべ きでない」というチェ

イターの言に,ド ジスンは次のように返事 をしている。

懸案の問題で,い や如何なる問題であれ,牧 師が教 区民 と争 うこ

とは,牧 師 としてふさわしいことではない,と いう点で まった く貴

方のお考えと同 じです。20年 近い私の司牧生活において,私 はこれ

まで教区の誰一人とも争ったことはな く,ま たこれか らもその よう
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な こ とは決 して し ませ ん 。

チャールズ ・ドジスン牧師の長男は,ク ロフ トナシ ョナルスクールの

建設計画が進め られていた年,1844年 の8月1日 に初めて学校へ上がっ

た。 リッチモン ドスクールに入学 したとき,彼 はすでに12才 になってい

た。経済的な事情から,彼 の初等教育は両親の手によっておこなわれて

いたが,入 学当初から,数 学 と宗教 に特に秀でていた。ラグビースクー

ルか らオクスフォー ド大学のクライス ト・チャーチを経 て,母 校 にとど

まり,数 学講師になったチャールズ ・ラ トウィッジ ・ドジスンは,規 則

の定め るとうりに聖職資格を取得 した。 しか し,幾 段階かある英国国教

会の聖職資格試験の中で,彼 は第一段階の資格取得 を済 ませ ると先へ進

むことは していない。その理由が何かは,推 測の域 を出ない。彼の吃音

癖 を挙げる説 もある。また,芝 居を好む性癖 を挙げる説 もある。ほんと

うの ところはわかっていない。クロフ トにおける教会の有 り様 を子 ども

心に見 るにつけて,教 会の司牧生活が魅力的なもの と映 らなかったこと

は,推 測できる。彼の中に見 られる柔軟な魂 はこどもの心に共感をし,

彼の中の論理的で堅固な精神 は,現 実を笑 うノンセンスの世界を創造 し

た。

その論理的思考 とノンセンスを育てる過程で,父 チャールズ ・ドジス

ン牧師の影響を見落 とすことはで きない。
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